
職場での労働災害発生ゼロを目指し、あんしん財団では特殊な体感装置や「VR」を活用した
「体感型安全教育講座」を行っています。本年度第1回目は、9月26日（水）に宮城県で開催しました。
体感型講座で、安全への意識はどう変わるのか、セミナーの内容を交えてご紹介します。

さを体感する「体感型安全教育講座」を、㈱
明電舎の技術協力のもと行っています。安全
への投資が難しい現状がある一方、人数が少
ない分一人ひとりが貴重な戦力である中小
企業の方々にこそぜひ受講していただきたい、
その思いから本講座を開始しました。
　先日開催した宮城県の講座でも、実際に
疑似体験をした受講者からは「怖くて体が
固まった」「大丈夫だと思っていたことが大
丈夫ではないと実感した」という声があが
りました。
　このように、まずは“気付き”を促し、危険
への感受性を高める。そして労働災害、特に
死亡災害の減少に役立てていただくことが、
本講座の目的です。

　死亡災害の原因の中で最も多いのは高所
からの「墜落・転落」です。「そこまで高い所
での作業はない」という人もいるかもしれ
ませんが、１～２ｍの高さからの転落であ
っても、大ケガにつながるケースは少なく
ありません。
　2018年3月に公示された第13次労働災
害防止計画でも、「死亡災害の撲滅」が目標
に掲げられており、死亡災害の件数がまだ
まだ多いことがわかります。
　このような背景から、あんしん財団はVR
を使って墜落・転落を疑似体験するプログラ
ムを含め、さまざまな装置で災害発生時の怖

「怖い」と感じることで
危険への注意力を促す

anshin zaidan report

あんしん財団
レポート 「VR」で労働災害をリアルに体感！

現場で働く人に安全への意識を高めてほしいから

VR（ヴァーチャル・リアリティ）とは？
VR（ヴァーチャル・リアリティ／仮想現実）と
は、映像やさまざまな仕掛けを通じて、ある状
況をリアルに疑似体験できるもの。専用のゴ
ーグル型モニターを装着すると、360度全周囲
にコンピュータで再現された風景が広がりま
す。音響などと組み合わせることで、その没入
感はさらに深まります。

体験者にはこんな映像が
見えています！

ゴーグルを通して見える映像。視線を横
へ向けると風景も合わせて移動し、実際に
高所からの眺めが目の前に広がっている
感覚に。墜落までを疑似体験します。

腰ほどの高さの足場で作業中の人
物とシンクロするVR。このあと、
道具を取ろうと手を伸ばし、バラン
スを崩して転落する感覚を体験し
ます。足場がいかに不安定かとい
う認識を促すものです。

よろめく人も
いるので
支えが必要 !

送風機からの
風圧で、

ビル風を体感 !

思わず体が
動いてしまうほど、
リアルな状況を体感 !

高層ビルの
足場を歩く
感覚を再現
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自分たちの職場は本当に安全か？ 全員で見直すきっかけにもなる

　新しい技術であるVRを使用した墜落・転落の疑似体験は
珍しい経験であるため注目を集めますが、その他の安全体
感プログラムも好評です。「教えてもらったことを翌日に
は職場全体で共有し、同僚からとても感謝された」といっ
た受講者の声も多く聞かれます。
　例えば、「ボルト飛来・落下体感」や「ハンマー落下体感」
では、誰かがうっかり落としそうな小さな物でも、高い場
所からの落下となるとどれほど破壊力をもつか、いかにヘ

ルメットをつけることが重要かを知ることができます。ま
た「安全靴強度体感」では、安全靴の利点だけでなく、“使用
していても守りきれない状況”についても学びます。
　そして職場に帰ったとき、普段使われているものの安全
性を改めて見直し、その情報を共有することで、受講者だ
けでなく職場全員の身を守ることへとつながるのです。
　今後もあんしん財団では本講座を開催していく予定です。
日程等は広報誌でご案内しますので、ぜひご参加ください。

「体感型安全教育講座」を開催しています

自信過剰な部分もあった。
これからはささいなこと
でも注意したい。

自分や人の反応を実際に
見ることで、“体に伝わる
気付き”を得ました。

本講座で実施した安全体感装置の一例

●リアル体感
回転体巻き込まれ
ポンプやファンの高速回転V
ベルトに、指に見立てた割り箸
を入れることで、衝撃の大きさ
を体感する。小さなゴミを取
ろうとして大ケガをするケー
スもある、回転体への巻き込ま
れ事故の危険性を確認。

ボルト飛来・落下
約100gのボルトを高さ約1m
から落とし、ヘルメットへの衝
撃を体感する。職場でのヘル
メットの着用の徹底や、小さな
落下物でも高さによって大事
故につながることを再認識す
る。

感電
通電状態の電線を、乾いた手と
湿った手で交互に触り、人体に
流れる電流の強さの変化を感
じとる。手が湿った状態で作
業を続けることのリスクや、調
理場など水に関わる場所での
安全管理の必要性を学ぶ。

安全靴強度
安全靴と普通の靴に約5kgの
おもりを約1mの高さから落と
し、衝撃の吸収力や形状の変化
の違いを理解する。安全靴の
小指部分には鉄板が入ってお
らず、衝撃に弱いことなど、普
段気付きにくい点もフォロー。

●VR体感
墜落災害
高層ビルの桟橋から墜落す
る様子を、VR専用のゴーグ
ルを装着し、実際の光景を
再現した映像を見ながら体
感。高所での作業の危険性
や対策の重要性を確認する。

転落災害
ゴーグルを通したVR映像で作業用
足場からの転落を再現。足の踏み場
がなくなる感覚や転落する瞬間をリ
アルに体験することで、不安定な場
所での作業の危険性を認識する。

ハンマー落下
重さ1kgのハンマーを高さ約
5mからダミー人形に向けて落
下させる。ダミー人形には、人
間の頭蓋骨と同じ強度の植木
鉢が装着されていて、その様子
から事故が起きた際の衝撃や、
頭部保護の重要性を体感する。

参加者VOICE
今回講座を開催した宮城県は、東北6県中最
も労働災害発生が多い県です（労働局発表、
平成29年）。安全への意識がどう変化したか、
参加者のコメントをご紹介します。

※9月26日に開催した宮城県での講座では、計9種の体感プログラムと３種のVRプログラムを実施しました。

次回は2019年2月に福岡県で開催します。広報誌１月号にご案内の掲載を予定しています。 3あんしんLife 2018 November


